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今号の表紙は茶道部。普段の稽古と共に、合宿、学内イベント
での添釜、被災地仮設住宅での施茶などを行っています。11月
23日には学内で秋季定例茶会を開催予定。在学生は無料ご招待、
ぜひお越しください。
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発行人：勝崎裕彦
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▼今回、『鴨台』のバック
ナンバーを読み返す機会が
ありました。第１号の発行
は昭和60年４月。編集担
当の生まれる前年です。そ
の第１号の編集後記では、
広報誌『鴨台』が担う役割
は「親しみをもって手にし
てもらえる形で、大学が当
面している様々な出来事を
伝える」ことだと述べてい
ます。
▼今号の編集作業でも、大
正大学の「いま」を気軽に
知ることのできる誌面とな
るよう努力しました。取材
にご協力いただいた在学
生・教員・職員・ＯＢの方々
との縁を大切にしながら、
これからも『鴨台』は歴史
を重ねていきます。（杉）
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この日本庭園は、１９８７年
に整備されました。創立
60周年
記念事業として建築された礼拝堂（１９８６年
12月竣工）の周
辺環境整備の一環としてつくられた経緯から、礼拝堂を含めたキャンパス風景との調和に配慮がなされています。　
春には桜、初夏には蓮、秋に
は紅葉と、庭園は四季を通して美しく姿を変えます。また周辺には休息用のベンチも設置され、キャンパス内の癒しスポットとして学生に活用されています。晴れた日のお昼休みには友達同士で景色を楽しみながらお弁当を食べている や、地域住民の姿も見ら ます。　
教育・研究のための施設や設
備も重要ですが、自然や生命を感じられる日本庭園のような場所も、大学のキャンパスには必要なものなのです。
　
大正大学の魅力のひとつに、
充実したキャンパス環境があります。特に近年、多くの校舎建てかえられて 代的な建物がたちならび、キャンパスの風景は大きく様変わりしました。　
一方で、都内にありながら四
季を感じられる風景が多く見られるのも大正 学のキャンパスの特色です。そのひとつが日本庭園。正門を入って銀杏並木を進むと、礼拝堂 左側に見えてきます。 大学に残る隠れた名品・知的資産大正大学
第十四回
日本庭園
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「　 と つながる　 び」
 大正 大学の
仏教学部 ● 林田康順 教授
「仏教フィールドワーク」は古都の寺院
を訪れ、仏教の源流と歴史を実感しても
らう講座です。これまで京都、奈良、鎌
倉、平泉、そして今年は和歌山の高野山・
根来寺・粉河寺、大阪の四天王寺・一心
寺を訪れました。普段は目にすることが
できない、大正大学関係の諸寺で宝物を
間近に感じてもらう素晴らしい機会と学
びがあります。まさに大正大学のネット
ワークを生かした仏教の真髄を感じる講
座です。
生物多様性について考えていく講義です
が、おそらく多くの人が講義名から想像
するであろう、生態学に特化した授業で
はありません。私たちが自然環境の恩恵
を受けて生きていく中で、どんなことが
できるか、そのためになにに配慮すれば
いいかなど、自然に近接する社会科学、
地域学といった分野についても広く取り
上げています。
特
集
1
人間学部 ● 本田裕子 専任講師
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特集❶ 大正大学の「人とつながる学び」
「　 と つながる　 び」
 大正 大学の1926年に創立した大正大学は、約90年にわたって建学の理念である「智慧と慈悲の実践」に基づいて教育活動を行ってきました。授業においても学生一人ひとりが将来の夢を掲げ、目標を設定し、その達成のため
に様々な取り組みにチャレンジできる場を用意しています。ここでは、
４つの学部からそれぞれ特色のある科目について、担当教員、受講生の
声を交えて紹介します。
文学部 ● 伊藤雅光 教授
「文化の探究」の講座では“数学から見え
てくる日本語の姿”をテーマとしています。
授業では松任谷由実や椎名林檎が生み
出すJ-POPを構成する日本語の単語を
数え、表やグラフ化することで、どんな
特徴があるかを一緒に考えます。さらに、
J-POP自動作詞プログラムの実験も行い
実際に歌をつくります。私が担当する「文
化の探究」は、日本語の姿の不思議とクー
ルさを再発見できる、他にはないユニー
クな講座です。
小説を書く技術は、人から学ぶことがで
きます。しかし、作品を自分ならではの
世界としていくには、個々の「気付き」が
欠かせません。ディベートの時間では、
その「気づき」の入り口となる、主体的に
考える姿勢を手に入れてもらいたいと思
います。そして仲間と交流する中で、人
の間で生きる自分も見つめてもらいたい
ですね。
表現学部 ● 山田潤治 准教授
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私が担当する「仏教フィールド
ワーク」 という講座は、大正大学のネットワークを生かして 日本仏教 源流、その広がり、そして仏教を支えている信仰の歴史を、京都、奈良、鎌倉や江戸などの古都の寺院を巡り、直接触れて学ぶことを目的としています。２０１４年度は和歌山 高野山・根来寺・粉河寺 大阪の四天王寺一心寺を訪れました。　
事前研修として訪れる寺院に
ついてまず学習し、その上で学生各自に参拝する寺院についての研究テーマを決めてもらいます。そして現地を訪れ研修 終えた後、参加した全学生に発表をしてもらうというのが、この講座の大まかな流れです。　
古都を訪れるといっても単なる
観光ではありません。普段は目にすることができない国宝の仏像や仏典を拝観したり、入れない内陣に入ったり ます。寺院を訪れ、さらに深く触れることでガイドブックや教科書には載っていないことを学ぶことができます。今回の研修旅行では、一心寺で非公開の 「一行一筆阿弥陀経」 を見せていただきました。受講する学生の皆さんには、こうしてリアル
教を感じてほしいと思います。　
仏教を日本に広めた聖徳太子
は憲法十七条で「和を以て貴しと為す」 と述べられ、皆仲良くしましょうと説いています。また、 『無量寿経』 に「和顔（わげん） 愛語（あいご） 」 と う言葉があります。これは穏やかな笑顔と優しい言葉で人に接することを意味して ます。私の授業ではこの二つを心がけて和気あいあいと授業を進めています。　
今回訪れた高野山や一心寺で
受講生は、宗派を問わず多くのご先祖さまの遺骨が供養され、そこに多くの方がお参りされているのを目にします。自分の命は先祖から続いてきたもので、周りの人々の支え よって成り立って
いることを実感できるとてもいい機会となります。　
仏教にはいろいろな難しい教
義がありますが、仏教を学ぶことで、命の大切さを今一度感じてほしいと考えています。そして、文化としての仏像や仏教芸術なども重要 す 、それら守り続けている信仰 いうものを実感してほしいですね。
2泊3日で寺院を巡り、仏教の源流を探る。
研修の後にはレポートをまとめ、
現地で学んだことを整理し、知識として身に付ける。
仏教の信仰と歴史の本質を現地に訪れ感じつつ学ぶ
「仏教フィールドワーク」の授業では先生
と実際に寺院を巡ることで、単なる観光
ではない仏教的な知識を身につけるこ
とができました。今回訪れた一心寺で
は法然上人のご真筆の典籍を間近で見
ることができたので感動しました。林田
先生は私たち学生のいいところを見てく
れ、親切なアドバイスをしてくれるので、
より深く学習できるのも魅力ですね。
小堀　歩 さん
仏教学科４年
仏教学部
仏教フィールドワーク
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　「文化の探究」 講座はＪ
- ＰＯＰ
の歌詞に基づいて計量国語学という統計を主に用いる言語学の手法で単語 数を数えてその法則と特徴を明らかにしていく授業です。　
計量国語学という学問は、あ
まり聞き慣れない も れませんが、
80年以上の歴史がありま
す。日本では昭和初期に教科書にどんな単語がどれだけ使われているか、その傾向はどのようなものかの調査もされています。　
そう聞くと難しそうに思える
かもしれませんが、授業では松任谷由実などの歌を取り上げます。まず、歌詞に使われている日本を名詞や動詞などの品詞や和語漢語、外来語、さらにそ らが合わさってできた混種語 語種を特定し い ます。これは計量国語学では基礎となる作業です。そして、 個々の言葉の情報、
品詞、語種などをコンピューターに読み込ませて集計します。そうすると、このアーティストはどんな言葉を多用しているか、外来語を使う傾向があるか、あるいは和語を多用するか 分かるのです。つまり、単語の数 数え と う統計学を基本にした理系的アプローチでも文系の事象が研究できるというわけです。また、どういう結果が導き出されるかはやってみないと分からないという理系の研究手法独特の面白さもあるのが、この講座の魅力の一つだと思います。　
授業では、松任谷由実と中島み
ゆきの歌、それぞれ３５０曲以上を調査した研究成果も紹介します。例えば、二人とも１９７０年代から次第に英語を多用するようになりますが２０００年を境にその使用が減少する傾向がみられます。それはアニメをはじめとした日本のソフト 世界から注目を集め、日本語がかっこいい、日本文化がＣＯＯＬだと評価されていく時期と重なります。そのような世界的な潮流を彼女たちも敏感に感じ取っていたのかもしれません。　
授業の後半では私が開発した
プログラム
 ”作詞
-
アンドロイ
ド・ユーミン
“
でパソコンに歌
をつくらせます。どんな歌が出来上がるのか予想がつかない点も楽しみの一つです。この講座では私たちが普段使っている日本語に関する多くの不思議が明らかになっていくのです。
特集❶ 大正大学の「人とつながる学び」
歌手の経歴や、曲がリメイクされた変遷など、
時代背景も考察する。
授業ではプロジェクターを使用し、楽曲が使用
されている映画のワンシ ンーや予告編を映す。
Ｊ
-ＰＯ
Ｐ
の日本語を考察し
ポップカルチャーを探究する
数学的に日本語を分析すると聞いて、はじ
めはイメージが湧かなかったのですが、一
語一語を品詞や語種などに分類して数を
数えると聞いて納得しました。日本語は和
語、漢語、それらが合わさってできた混種
語などでつくられていることを知り、日本
語のユニークさを改めて感じました。分析
結果をプログラムにのせ自動で歌詞をつく
るという授業があるのも楽しみですね。
榊原　駿 さん
表現文化学科３年
文 学 部
文化の探究Ｅ-２（日本語の不思議）
2014 Autumn 08
　「環境研究Ｂ」 は生物多様性の保全について学ぶ講義です。自然保護や環境問題というと、どこか実感しづらい話としてとらえられがちなもの。しかし生物多様性という「つながり」 が自分を含んだ世界であると実感することで、その遠くに った問題を自分のこととして感じるきっかけになっていきます。　私たちが毎日の生活をおくる
中で見過ごしている、あるいは見えないところでなにが起きているのか
−
。そんなことを追
求することで、学びを深め ともに、一人ひとりの生活が、新たな面白みを持ったものになっていけば、と考えています。
　
他学科の学生の皆さんも多く受
講していますので、専門的な、いわゆる自然科学的な探究だけではなく、多くの学問と接点を持つことができる内容も心がけています。　
たとえば社会経済
や政治という要素も、自然保護や環境を学ぶうえで重要なテーマです。農業や森林の育成は、生物多様性なしには成り立ちません。一つ例を挙げるとすると、里山などは、人間が関わることでその生物多様性が 全される典型的な例です。その維持には生物 人と 関係と同様に、住んでいる地域 の人と人 の関係も重要になります。　
ほかにも、住民、自治体、企業
がどう話し合いを進めて行くかなど、この社会の中で、どのように生物多様性を守って行くのかという、社会的なテーマの側面も掘り下げています。 そして、人間同士の価値観の多様性を認めあうことも大切なことであるということに 触れていきます。　
この講義を終えた時、それぞ
れの学生が何か一つで 、ここ
でしか得られないものを持ち帰り、自身の学びを支えるものとして活用してもらえれば嬉しいですね。私たち人間がたくさんの生き物たちとの「つながり」 の中にいる、ということは、どんな分野でどのように生きていくことにしても、必ず関わっていくことですから。
人間学部の学生だけでなく、
多くの他学部学生が受講している。
身近な事例を取り上げながら、生物多様性について、
人間を取り巻く環境について知識を深める。
生 様性に支えられた日常を私たちはどう生きていくべきか
本田先生の授業は、写真や図で分かり
やすく説明していただけるので、楽し
みながら受講しています。もともと自
然に興味があったのですが、先生の授
業を通して生物同士が関わり合い、広
い意味で助け合っていることを知り、
ますます魅了されています。生き物の
世界から際限なく広がる世界をもっと
探究していきたいです。
塚原 奈央 さん
人間環境学科２年
人間学部
環境研究Ｂ
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ワークショップ（文芸） では、
テクスト論や物語を作る型などを学び、小説の実作を中心に取り組みますが、こ 時間では、表現活動から距離を置き、少人数チームによるディベートを行っています。毎週一つの現代小説を取り上げて、その内容について議論していきます。　
ディベートは、的確な分析、論
理構成が求められることにくわえ、肯定もしくは否定の立場を引き受け、客観的な説得力を競 ます。そうしたハードルを前に ながら 「人を説得する」 という体験を積み重ねていきます。
　
チーム作りもポイントの一つ
といえるでしょう。ランダムに編成されたチームメイトと、ほど良い緊張感の中で話し合いを重ねていく時間の中 は、誰しもがなんらかの役割を持って関わり合うことの大切 に触れることができるはずです。　
人前に立つことが苦手な学生
も、場数を踏むことで少しずつリラックスして取 組める様になっていきますね。 「人前で緊張する」 と う問題は、充実した準備があ 程度解決してくれるものです。チームとしても、授業外で対象の作品を読みこみ その内容についてディスカッション 、裏をしっかりとる、という準備が
勝負の分け目になります。これはディベートに限ったことではなく、多くのことに共通することではないでしょうか。　
実は、ディベートと小説を書
くこと 正反対の行為です。 ディベートが論理を丁寧につなぎあわせて、人を説得する行為 ら、小説を書くということは、論理を丁寧にずらし続け、かつ表現としてまとめあげる行為です。正しくつなぐことを知る で、ずらし方を学ぶ
−
。そういう
意図も踏まえて、この時間 味わっても いたいですね。　
もっとも、ここで得る思考や表
現の方法は、就職活動や社会 現場では、そのまま発揮できるスキルとなり得るものです。一人ひとりがどのような道を歩むにしても、さまざまな場面でこの時間で得た のを応用して活用してもらえれば嬉しいですね。
特集❶ 大正大学の「人とつながる学び」
相手からの反論を予想し、チーム内で事前に作戦を立てる。
短い持ち時間の中で説得力のある議論を行うためには、
事前に綿密な打ち合わせを行うことが重要。
自分の考えを伝えて相手を説得する技術を学ぶ
山田先生の講義をいつも楽しみにし
ています。難しい話も、たとえや身近
なエピソードをまじえて分かりやすく
話してくれるので、つい聞き入ってし
まいます。今回取り組むディベートは
初体験。チームメイトは初めて話す
人が多く、実は少し緊張しています。
まだ楽しみと緊張が半々ですが、充
実した時間にしていきたいですね。
岡村 侑樹 さん
表現文化学科３年
表現学部
ワークショップ（文芸）Ⅵ
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藤石波矢さん（文学部表現文化学科2009年度卒業）は、
2013年12月に『初恋は坂道の先に』でダ・ヴィンチ
（KADOKAWA・メディアファクトリーブランド発行）
「本の物語」大賞を受賞しました。学生時代、表現文化
学科の先生方や仲間たちから受ける評価が、創作の質
を高めることにつながったと言います。指導教員であっ
た小嶋知善先生とともに、お話を伺いました。
　『初恋は坂道の先へ』で本をテーマに小説を書こうと決めたとき、バラバラになった本のページが空から降ってくるというシーンが思い浮かびました。ストーリーを考え始めたのはそれからです。私は初めに結末ありきでそこに向かって作品を書 ていくタイプではありません。映像やシーンなどのピースから物語 紡 でストリーをつく す。　この作品の中には学生時代に
経験したシーンが数多くありま
す。学食の描写は大正大学のイメージで描きましたし、舞台も大学近郊の町にしました。また、学生時代に交わした友達との会話も数多く盛り込まれています。これは面白いと思った言葉や出来事をメモして、それを作品生かしました。　
それとともに私の創作を支え
ているのは、表現文化学科の合評会で先生方や仲間たちからもらった批評です。書いた作品に対して、自分の思いとは違う受け止め方をされたり、ときには厳しい指導を受けることもありました。小嶋先生は「自分のな
かでよく書けたと思うところがだんだん増えていけばいい」 とおっしゃってくださり、その言葉は今でも創作で心が ています。また、他の人の作品やそれに対 る批評に触れることも刺激になりまし 。そ 意味 、大学時代にいろんなことをインプットしたことが役に立っていると思います。　
大賞をいただいたときは、こ
れで一歩、前へ進めると思いま
大学時代のインプットを作品に散りばめた
読者の反応が楽しみ次の作品も構想中
表現文化学科出身作家
藤石波矢さんからのメッセー ジ
特
集
2 表現を志す後輩へ。
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特集❷ 藤石波矢さんインタビュー
した。いつかは作家としてデビューし、本を出すと心に決めていたので、結果が残せて本当によかったです　
以前から物語、小説を書くこ
とが好きで、高校 頃は文芸部に入っていました。投稿を始め
たのもこの頃からです。　
大学も創作系の学部を志望
し、迷わず大正大学に進学しました。学生時代は 直、あまり目立つ学生ではなかったかもしれません。ただ、先生方や仲間たちからの批評には積極的に耳を傾けていました。いただいた批評や印象に残ったさまざまなことが自分のなかで作用 て、小さな変化につながっていっと思います。　
大学卒業後はしばらく映画の
脚本の勉強をし、投稿を続けていました。受賞作は 小説としては５作品目になります。　
レビューサイトで、よかった、
感動したと う読者 方のコメントを見ると、とてもうれしい
ですし、ありがたいと思います。また、編集者、校正者、審査員の方々から貴重なご指摘や励ましをいただきました。おかしな言い方ですが プロになったよう 実感がありました。他者の意見に素直に身につけるという、作家として大切な素養を表現文化学科であらためて教えられたような気がします。　
受賞後、重版していただいた
り、さまざまな方から声をかけていただいたりしました。次回作は私の地元の鹿沼、宇都宮を舞台にしようと考えてい す。生まれ育った地元での経験を活かしたいだけでなく、故郷への恩返しが出来たらとい 思いもあります。
　
今、大学生活を振り返ると、
いろいろなものに対してアンテナを張っていたと思います。小説・映画・音楽など創作についてはもちろんですが、そうでなくてもいろい なことに興味を持ち、見たり、聞いたりすることは、大学を卒業した後の人生に大いに役立つと思います。直接仕事につながらないか しれませんが、自分の可能性 広げ、生活を豊かにしてくれるずです。　
また、自分は今いい時間を過
ごしていると感じたら、その瞬間をできるだけ忘れないことです。特に、今この時期に過ごす仲間との経験は二度と きないですから。そのためだけではありませんが、心を許せる親友をつくったり、友達との時間を大切にしたりすることは大事だと思いま 。高校時代は性格であったりものの考え方であたり、自分 大枠のようなものを作る時期ですが、大学はその大枠に出会いや経験を詰め込む時期ではないでしょうか。
学生時代の藤石さん（右）
　藤石波矢さんは、私が直接指導した学生で本格的
な作家としてデビューした初めての卒業生です。大賞
を受賞し本を出したと知ったとき、自然のなりゆきの
ように感じました。私が藤石さんに表現者の素養を
感じたのは、自分のことを周囲に対して主張するタイ
プではなかったことです。外に向かおうとする前に、
内面にまず光を当てるのが小説家の仕事でしょう。
その意味でアウトプットの前に、自分の内面に考えた
り、見聞きしたりしたことを貯めていくインプットが
大切です。学生時代の藤石さんは自分を演出するこ
となく、周りを観察し、いろいろなシ ンーを自分のも
のにしているという印象でした。これからも読者の
方からの作品の評価をしっかりと受け止め、素晴ら
しい作品を生み出してほしいと思っています。
いい時間を過ごしその経験をしっかりと記憶して
表現文化学科出身作家
藤石波矢さんからのメッセー ジ
「彼女が消えた。一冊の本とともに」。一冊の本が届いた日、研介の恋人、品子が失踪した。
本の送り主は、彼女の初恋相手なのか？　研介は行方を気にかけながらも、二人の関係の終
わりを予感する。そして田舎町に暮らす中学生のしなこは、敬愛する小説家・日向先生の家で、
不登校児の海人と出会っていた。祖父である日向の本をばらばらにするなど、謎の行動をす
る彼のことを初めはおそれていたが、徐々に心の距離が縮まっていく……。
（文：ダ・ヴィンチ2014年7月号より）
◀授賞式での藤石波矢さん（撮影：首藤幹夫）
藤石波矢さん著の『初恋は坂道の先へ』は、第１回ダ・ヴィンチ「本の物語」
大賞を受賞した感動必至の青春ミステリーである。
小嶋知善 先生
表現学部長・教授
『初恋は坂道の先へ』
KADOKAWA メディアファクトリー刊
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大正大学と庚申塚商栄会が協
働して行っている「すがも花街道プロジェクト」 。旧中山道を「いのりと希望の路」 と名付け、商店街とキャンパス内に季節の花々を植えて魅力的な街づくりを目指すこの取り組みについては本誌でも取り上げ きました。このプロジェクトを通じて大正大学と地域の交流がますます盛んになり、 との連携によって開催されるイベントも増えてきています。
　
そんな中で今年初めて開催さ
れたのが「すがも鴨台花まつり」です。５月
10日～
18日の９日間、
豊島区のほか地域の商店街振興組合や信用金庫などの後援を得て開催されました。　
第１回の開催となった今年の
テーマは「ばら」 。期間中はキャンパス内や周辺地域に「ばら」のフラワーポットが設置されたほか、すがも鴨台観音堂の周辺や本尊である聖観自在菩薩像も「ばら」 の花で彩られました。　
17日（土） に実施された前夜祭
には高野之夫豊島区長にもお越しいただき、本学と豊島区が一丸となって、地域の活性化を目指したイベントがスタートしました。ま 来賓 、南三陸町入谷公民館から、館長の阿部忠義さん。一般社団法人南三陸研
修センターから、理事の阿部博之さん、監事の遠藤義安さんにお越しいただき、南三陸と大正大学のつながりを改めて感じる機会ともなりました。
すがも花街道プロジェクト第一回
 すがも鴨台花まつり開催
5月
10日（土） 〜
18日 （日） の
9日間に渡って「すがも鴨台花まつり」 が開催されました。
「ばら」 の花をテーマに、ミニコンサートやプロジェクションマッピング、花会式や東北支援のための「ばら」 の販売などが行われました。
シャンソン歌手の末永晶子さん。
色とりどりの「ばら」を販売。
特
集
3
南三陸からお越しいただいた来賓によるご挨拶。
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特集❸ すがも花街道プロジェクト　第一回 すがも鴨台花まつり開催
　
陽が沈む頃から開催されたの
が、東北再生支援チャリティーフォーラム「歌と映像の夕べ」です。ここでは、大正大学がこれま 実施してきた東北 活動の記録映像を礼拝堂前に設置された大型スクリーンを使って上映し振り返りました。続いてシャンソン歌手の末永晶子さんによるミニコ サートも行われ、今回の花まつりのテーマに合わせた「百万本のばら」 や、東日本大震災の被災地復興を応援するために制作されたチャリティーソング「花は咲く」などを披露。礼拝堂の壁面には曲に合わせて花々の映像が映し出され、その幻想的な風景と末永んの歌声に多くの来場者が聴き入っていました。　
18日（日） は、
9日間続いたす
がも鴨台花まつりの集大成となる各種イベントが開催されました。中でも、その華やかさで人気を博していたのが、東北支援のチャリティーイベントとして実施された「ばらの花車」 です。袴を着た女子学生たちが、ばらの花を配りながら寄付を募って台車を押す姿が話題になりました。巣鴨の商店街では、あちらこちらから温かいお声を掛けていただき、多く 寄付も寄せていただくことができました。　
午後には毎月行われている
「花会式」を開催。すがも鴨台観音堂の落慶一周年という節目を迎えた日でもあり、５月晴れの快晴の空の下、法要はいつにも増して盛大に執り行われました。法要には勝崎裕彦学長を導師に迎えて、天台宗・真言宗豊山派・真言宗智山派・浄土宗・時宗の五宗派の学生 よって執り行われ、多くの方々がお越しにな ました。　
すがも鴨台観音堂の前には、
今回の花まつりのテーマであるばらの花が供えられ、散華にもばらの花びらを使うなど 「すがも鴨台花まつり」 ならではの
演出も。雅楽倶楽部による演奏も行われ、美しい調べがキャンパスに響き渡る中での、厳かな花会式となりました。　
地域と連携して魅力的な街づ
くりを目指す「すがも花街道プロジェクト」 から始まった、第１回「すがも鴨台花まつり」 。大学と周辺地域とが連携し、学生や教職員が力を合わせて企画・運営することで、非常に有意義なイベントとなりました。東北復興支援のためのチャリティー募金にも、多くの方にご協 いただき、第２回の開催に期待を寄せる声もいただいています。
巣鴨地蔵通り商店街を練り歩く「ばらの花車」
ばらに彩られるすがも鴨台観音堂内のご本尊（聖観自在菩薩像） すがも鴨台観音堂の前で行われた花会式。
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ゼミ合宿や懇親会では、
和気藹々と学生と交流を
行っている。在学生だけで
なく、OB・OGたちとの交
流も先生の楽しみのひとつ
とのこと。
教師教育関係者向けの
雑 誌『SYNAPSE』最 新
号にインタビューが掲載
された。
滝沢 和彦　人間学部教育人間学科教授
筑波大学大学院修了。2003年大正大学人間学部人間科学科助
教授から、2005年教授に就任。共著に『「教養」のリメーク−大
学生のために−』『教育課程編成論』がある。
が好き
連載がスタート。大正大学の魅力の数々を紹介します。
――
 現在の担当科目についてお聞か
せください。　
教育人間学科（教職課程）で教育基
礎論、教育課程論、教育制度論とゼミを担当しています。――
 滝沢先生はどんな場面で教員とい
う仕事をしてよかったと感じますか。　
大正大学に着任して３年目に、大学
に隣接する中学校で教員の指導の補助を行うＴＡ（ティーチングアシスタント）という制度を始めました。学生が熱心に指導を行ったことで、補習を担当した生徒は皆さん第一志望に合格することができたのですが、そのこと以上にうれしかったのが、ＴＡに出向いた学生がその時の経験から自分も教員になり いと志
――
 ところで、趣味などで熱中して
いるものはありますか。　
実はいわゆる「鉄ちゃん」 でして、大
学に通う時は必ず先頭車両に乗ります。長野県出身なので来春に開通する北陸新幹線が気になりますね。――
 身近に学生と接してこられた滝
沢先生からご覧になって、大正大学の良さや誇れることはどんなことでしょうか。　
大正大学には、まじめな学生が多いで
す。教育人間学科を卒業したＯＢ・ＯＧの皆さんが社会に出て、そこで学生時代と同じようにさまざまな問題に真摯に取り組んでいる姿を見ると うれしく、そしてとても誇らしく思いますね。――
 最後に滝沢先生の研究や講義で
今後の抱負をお聞かせくだ 。　
私は教育人間学科そして教職課程の
教員なので教員を目指す学生を教えています。だから一人でも多く、さらにより質の高い教員になってほしいと考えています。これから子どもは少なくなっていき し、教員への要求も高くなっていくと思われます。教員になるのも厳しいし、なってからも大変でしょう。だからこそ 大学生時代に知識や経験をしっ り身に付け力をつけるべきだと思います。教師 ならないとしても、その経験はき と役に立つはずだと私は確信しています。
望し、その半数が実際に教員になったことです。こうして私 教員 なる学生を育て、その教え子もまた教員をめざして私の学科を受験してくれるよう った。これは教師冥利につきますね。――
 滝沢先生が研究や講義で常に心が
けていることはどんなことでしょうか。　
とにかく学生に現場体験を積ませて
あげたいという気持ちがあります。ＴＡもその一つです。さらに、地域への貢献も意識していま 大正大学に来て以来ずっと近くの学校にＴＡを派遣していますが、そこに暮らす生徒の勉強のお手伝いをはじめとして、どんなことでも地域のお役に立てればと考えています。
昔から変わらない真摯に向き合う学生は、大正大学の誇り
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教育ビジョン【慈悲・自灯
明・中道・共生】は、業務
中だけでなく、日常生活で
も心がけているとのこと。
大学では学校法人会計に
従い会計処 理がされる。
財務部に所属する伊藤さ
んは、出金伝票を確認し、
お金が正しく使われている
かをチェックする。一見地
味ではあるが重要な仕事で
ある。
伊藤 貴之　財務部財務課
2008年大正大学入職。大正大学大学院仏教学研究科修士課程修了。入職
後は企画調整部（現法人広報室）、教務部を経て2014年６月より現職。学
部生、院生時代より大正大学が大きく変わっていくのを間近に感じている。
最近結婚し、仕事だけでなく、プライベ トーでも責任の重さを感じている。
だから
大正大学をめぐる人々が大学の"ここが好き"を語る
――
 まず、伊藤さんの現在のお仕事とこ
れまでの経歴についてお聞かせください。　
日々の出金伝票の確認をはじめ、学
校法人会計のルールに従って正しくお金が支出されているかをチェックするのが主な業務です。――
 伊藤さんのお仕事の中でやりが
いを感じるときはどんなときです 。　
以前、教務部にいたときのことです。
私は直接学生に指導する立場ではなかったのですが、卒業式の後に教務部にお礼を言いに来てくれた学生がいました。自分も学生 ために仕事ができたと実感できてうれしかったですね。ま 、企画調整部では７号館の建て替えに携わ
――
 ところで、趣味などで熱中して
いるものはありますか。　
動物園や水族館に行くのが楽しみの
一つです。心が癒されるのはもちろんですが、そこにいる動物を見て、彼らの知恵や戦略を参考にしたいと思うことがあります。――
 学生のときから大正大学を間近
に感じてこられた伊藤さんは、大正大学の良さや誇れることはど なことだと思われますか。　
学生は普段のんびりしていて、キャ
ンパスにはとても穏やかな雰囲気漂っていると思います。その一方、震災の時には、ボランティア活動を誰ら指示されることもなく、積極的に、それもスピード感を持って実行したことはとて 誇れることです。自ら 動しつつ仲間と同じ目標を目指 、それは大正大学の伝統でもある 思います。――
 最後に伊藤さんのお仕事で今後
の抱負をお聞かせください。　
近年、大学の環境は劇的に変化して
います。重要なのはそこにいる人、学生、教員、そして職員がどう行動し、どうつながっていくかだと思います。さらに大学の中だけで完結するのではなく、地域とも連携してい ければなりません。 そういうつながりの中で、自分自身も成長していきたいと考えいます。
る仕事をしました。大学が変わっていくとき、自分も成長 のかなと感じられるのも この仕事をやっていてよかったと実感できることですね。――
 では、お仕事に関連して、常に心が
けていることはどんなことで ょうか。　
大正大学の教育ビジョンに「４つの人
となる」というものがあります。そ 中に自灯明という言葉がありますが、それはルールに従いながら自分の判断 さまざまなこ を決めて かなければならないというものです。私もそれにならって、まず今の仕事に関 るルールを理解し、その枠のなかで自分自身を確立しければなら 考えていま
いざというときは、積極的に行動する学生の姿勢は大学の伝統
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良正庵ほほえみ相談室
　
私が尼僧になって始めたことは、
日本一周の念仏行脚です。
20年か
けて、３年前に周り終えることができました。大きな目標ですが、最初はそんな大がかりなことをやろうとは考え いませんでした。　
まず私が住んでいる愛知県豊田
市から京都の知恩院 で行ってみようと歩き始めました。その２週間で、実にさまざまなことが起こったのです。　
途中、私のとても大事に思って
いた方を失い、葬儀のために出発点に戻らなければいけなくなりました。５日ほどかけて歩いてきた道ですが、自動車で高速道路を走れば約１時間です。 にをやっているんだろう、でも決めた とだから、と早くも迷いが生じてきま
した。葬儀のあと、お坊さんから「やりだしたことは続けてみるといい。亡くなった人もついていくだろうから」 と言われて、その晩すぐに再び発ちました。　
まだまだいろいろなことがあ
りました。泊めてもらったお宅の都合で朝早く雨のな を出発。でも合羽はない、買おうと思ってもお店がない、ようやく見つけたらお金がたりない。親切な農家の方に野良着をいただ て雨をしのぎました。　
泊まるはずのお寺が移転してい
て見つからない。す きな石畳の道を通ったので師匠にはが をしたためたら、なんとポストに地図のほうを入れてしまう。なんで場所が移ったことを知らせてくれないのだろう、なんでこん ところにポストがあるのだろうと 恨むばかり。自分のことしか頭になくて、これではいけない 情けなくなりました。
　
今年も早いものでもう秋。食
欲、芸術、読書、思索の秋といろいろと形容されますが、みなさんはこの季節をどう過ごしているでしょうか。　
お正月や入学・進級のときに
立てた目標の進み具合も気になります。　
仏教にならい、春と秋のお彼
岸を区切 に、私は自分 やりたいことや生き方を振り返るようにしています。　
春に新たに始めたことを軌道
修正できるのもこの季節です。新しい仲間を求めたり、ちがうことを始めたり、だんだんと自分らしいことをみつけていけばいいと思います。　
さて、今回のお話しは「幸せの
基準」 について。目標の先にあのが幸せです。幸せに近づいていくために、どのように歩んでいけばいいでしょうか そのヒントをお話しします。
小林良正尼からの生きる勇気
が詰まったエッセイ集『まぁる
い心』（リベロ刊）が好評発売
中です。
あせる必要はない。自分の力を知り、無理をしないで、ゆっくり確実に前に向かって歩 ていれば、必ず幸せは訪れ 。
小林良正
1950年、愛知県名古屋市生
まれ。大学卒業後、結婚し二
児を育てる。37歳 で 浄 土
宗で得度し、1988年、仏
教大学文学部仏教学科卒。
1990年、嵯峨清涼寺にて
水谷幸正上人の導きで剃
髪。1991年、良正庵を結ぶ。
「お母さん尼僧の辻説法」講
演で活躍の一方、全国念仏
行脚を続け、2011年4月、
日本一周満行。
合羽もない、地図もない
、
宿もない。それ も歩いて たら…
第十三回
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ある町では、宿がどこも満室で
途方にくれたことがありました。そこへ、天台の庵主さまが通りがかり、 声をかけてくだ いました。話しを聞いてみると、お寺まで歩いて１時間かかるとのこと。 「もう歩けない。うれしいけれど無理なんです」 と言ったら、 「私も歩くから一緒に歩こう」 と励ましてくださり、 一夜お世 にな ま た。　
こんな旅がよく続いたものだと
あらためて思います。　「あなたの目的はなに？」と庵主さまに問われ、私は「まだなにもない。だから歩いているのです」 と答え した。事実、知恩院までの旅が終わってから次になにをしようか思案はありませんでした。すると庵主さま 、 「無理はしないこと、求めすぎないことだよ。欲や野心はいけないよ」おっしゃっ のです。　自分の力を過信せず、失望も
せず、あわてずにゆっくり前に進んでいけばいいのです。勇んで走っていって失敗 たら、戻ってくるのも大変でしょう。ゆっ
くり歩いていればすぐ引き返せます。そう うことを庵主さまは教えて ださ ました。私は尼僧として生きていく力を得たような気がしました。　
万の事、 皆わが力をはかるべし。
　
貝原益軒先生『養生訓』 の言葉
です。　
なにごとも自分 力のおよばな
いところがある。無理をしないで自分の力量を知って生きることが大事という意味 ただ、目標なしに淡々と生きればいいということではないと私は思います。　
目標を持つことで生きる励みに
なります。大事なのは目標へ向かう歩き方なのです。誰でもできないことはたくさんあります。でもあせらず、自分の力量を知り、分の足で着実に歩いていけば、願いは必ずかなうでしょう。　
よくないのは、失敗して落ち込
んだり悩んだりして立ち止まっしまうことです。一苦一楽といいますが、苦しみがあるからこその楽しみではないでしょうか。失敗や悲しみを経験することで人は磨かれていき 。くよくよする要はありません。人生で無駄なことなどないのです。　
夏までのはつらつとした心持ち
とちがい、秋 沈んだ気分になる
こともあります。そんなときでも、次になにをしたらいいだろうか、自分の気力や体力と相談しながら、慌てずゆっく 歩いていけばいいのです。　
それが「幸せの基準」であり、
幸せがかなう基本ではないかと思います。　
私は落ち込んだときは、こ
ページに載っている「ほほえみちゃん」 のイラストを描いて気持ちをきりかえるようにしています。むずかしいことですが、どんなときでもほほえみを忘れな でいたいですね。
「良正庵 ほほえみ相談室」では、ご相談受
付中です。本連載にて、取り上げさせたい
ただきます。あなたの簡単なプロフィー ルと
匿名にするかどうかをお書き添えの上、書
面にて下記住所までお送りください。よろ
しくお願い致します。
〒170-8470
東京都豊島区西巣鴨3−20−1
大正大学  法人広報室
「良正庵 ほほえみ相談室」係
良正尼僧が発行しているお便り
「ほほえみ」は現在162号。季節に
合わせたほほえみちゃんのイラス
トと、エッセイが掲載されています。
平坦な道、険しい道、曲がりくねった道。人生の道程はさまざま。若いみなさんたちは、まだ歩き始めたばかり。深まる秋。日暮れが早まり、急ぎがちな私たちの足もとを良正尼僧 そっと照らしてくれる。幸せに向かって歩く めに。
柿とほほえみちゃん（小林良正尼僧 画）
無理をしないでゆっくりと前に進む。そうすれば満願は必ずやってくる。
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夏の恒例イベント「鴨台盆お
どり」 は大正大学だけではなく地域のイベントとしてもすっかり定着しています。４回目の開催となった今年は、豊島区と庚申塚商栄会の後援を受けて７月４日、５日の二日間開催され、学生たちが協力して企画・運営を行いました。　
当日は
17時半から 「こども盆お
どり教室」 が開かれ、たくさんの
子どもたちが参加。初めて盆おどりを経験する子どもも学生と一緒に輪になり、本番に向けて懸命に練習する姿が印象的でした　
そして
18時になると、いよい
よ盆おどり本番。３号館前の広場に設置されたやぐら 中心に、学生と地域の人々が一緒になっておどる様子から、大学と地域の交流がますます深まっていることを実感しました。
アンパンマンマーチや歌謡曲に合わせて
盆踊りを練習する子どもたち。
すがも鴨台観音堂の前では、仏教学部学生による
お施餓鬼法要が行われました。
先祖の御霊を慰める盆踊り本来の意味に立ち返りながら、
地域との交流を深める賑やかなイベントになりました。
やぐらを囲んでの盆踊りは、学生だけでなく多くの地域の方にご参加いただくことができました。
T-Duck     News
新たな夏の風物詩大盛況
  鴨台盆おどり
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大正大学では、これまで古代
紫をユニバーシティカラーとして使用してきました。古代紫は赤みがかった紫色で、仏教では高貴な色として尊ばれていることから、大正大学の建学の理念「智慧と慈悲の実践」を表して ます 方で、加藤氏も千葉県鴨川市を拠点とした循環型社会実現のための取り組みを紹介。両
　
９月
27日、 「２０１４年森里
海連環学
 秋の公開講座」 が礼拝
堂で開催されました。　
大正大学では、昨年５月に一
　
今回、大正大学では新たに蓮
桃色をユニバーシティカラーとして採用。今後は、古代紫と合わせて全学的に使用していきます。蓮桃色は、名前の通り蓮の花のピンクを表します。 「泥中蓮」 ということわざがあるように、どのような時代でも清く正しくあるべき いう大正大学の未来への決意を表 ものです。　
古代紫と蓮桃色。伝統と未来
を融合させた２色の新ユニバーシティカラーで、大正大学のイメージ戦略を進めていきます。 氏の経験と実績にもとづく熱いディスカッション 、来場者は聴き入っていました。
般財団法人Ｃ． Ｗ． ニコル・アファンの森 と同財団のオフィシャルスポンサーに関する覚書を締結。あわせて、ＮＰＯ法人
日本に健全な森をつくり直す委員会とのパートナーシップのもと、講座「森里海連環学」を開講しています。　
今回の公開講座に迎えたの
は、 「百万本のバラ」等のヒット曲で知られ自らも農業に取り組んでいる歌手の加藤登紀子氏と、大正大学の客員教授であり自然農法に携わっている菅野芳秀氏。それぞれに「愛を耕すものたちよ」 「土に立ち返ろう！」 と題し、自らの活躍を基にした基調講演を行っていただきました。　
続いて行われたパネルディ
スカッションでは、菅野氏が山形県長井市で推進している循環型社会の形成計画「レインボープラン」 の実績にもとづいた農業のあるべき姿を語る一
人間環境学科環境政策コースでは毎年、長井市で実
際にフィー ルドワークを行っています。大学内での講義
だけでなく、実際に現地で実習を行えるのも、大正大
学ならではの魅力です。
菅野氏と加藤氏それぞれに、山形県長井市と千葉県鴨川市の循環型社
会についてディスカッションを行っていただきました。
「愛を耕すものたちよ」と題した基調講演を行う歌手の加藤登紀子氏。
講演の後には、新曲「愛を耕すものたちよ」を披露いただきました。
蓮桃色
森里海連環学秋の公開講座を開催
ユニバーシティカラーが決定しました
古代紫
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読むことの創造性を
教えてくれた一冊
申京淑『離れ部屋』
離れ部屋
申京淑 ／ 安宇植 訳
人文学科　准教授
梅澤 亜由美
1969年、千葉県生まれ。日本の近代文学、
特に、私小説について研究。好きなものは、
美術館、朝ドラ、韓国。
　私にとっての思い出の本は、韓国の女性作家、申京淑さんの『離れ部屋』という小説で
す。この小説は1994年から韓国の文芸雑誌に発表され、1995年に単行本化、日本では
2005年に集英社から出版されました。申京淑さんは1963年生まれで、それまで社会的問
題を扱うのが主流だった韓国の文学に、個人の孤独や内面という新しい視点を入れたとして、
韓国ではとても有名な作家です。
　私がこの小説に出会ったのは自分の専門の研究を通してでした。私は、私小説という作
者が自分自身やその身辺のことを書く小説について研究しています。私小説は近代日本独特
の小説形式と言われているのですが、韓国の友人に韓国でも作家が身辺のことを書いたと
てもすばらしい小説があると教えられ、さっそく日本語版を読んでみたのです。
　一読して、そのスケールの大きさと細部の繊細さに、大きなショックを受けました。私小
説は個人のことを書くものなので、社会的視野に乏しいことが欠点と言われるのですが、こ
の小説は違いました。『離れ部屋』は過去と現在が交錯しながら展開する小説で、過去には
〝工
コンスン
順〟という女性の低賃金労働者たちの生活が描かれ、現在にはそのことについて悩みな
がら小説を書きすすめる作家の様子が描かれます。〝工
コンスン
順〟は日本で言えば女工で、それは
申京淑さんが10代の後半に実際に体験したことです。そして、当時の苦しみや喜びを伝える
ことの難しさにぶつかりながら、小説を完成させていく作家は現在の申京淑さん自身。その
一作には、社会的なものと個人なものとがみごとに共存していたのです。
　調べていくうちに、この長篇小説には1989年に書かれた同じタイトルの短篇小説がある
ことを知り、絶対に読みたいと思いました。当時、韓国語を勉強していた私は辞書とにらめっ
こで読みすすめました。一つ一つの単語、文章の一文一文、それらが集まってできていく全
体のイメージ、こんなにもじっくりと一つの小説に向き合ったのは初めて
のことで、その結果できあがった日本語訳は私だけの〝小説〟でした。そ
して思ったのは、日本語で小説を読むのも実は同じことで、人はみな小説
を読むことで〝自分だけのその小説〟を作りあげているのだということでし
た。そのときから、読書という行為にそなわる創造性を強く実感できるよ
うになったのです。乏しい語学力を補おうと、想像力の方がフル回転して
くれたおかげです。
　幸運なことに、2007年、私は申京淑さんにインタビューをする機会を
えて、韓国でお会いすることができました。とても魅力的な方で大感激し
ました。『離れ部屋』は、私にたくさんのステキな体験をもたらしてくれた
大事な一冊です。
わたしを変えた本
ookB
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私を変えた
Leon Russellの
A Song for You
RETROSPECTIVE
Leon Russell
わたしを変えた音楽
表現文化学科　教授
西蔭 浩子
北海道生まれ山形県育ち。高校時代アメ
リカ人留学生とのコミュニケーション
ギャップから、日本人が英語で自己表現
するときにぶつかる文化的差異に興味を
持つ。表現の違いは文化背景の違いに結
び付くので、発見の連続である。
　“A Song for You”と聞いて、ほとんどの人はカーペンターズのあの透き通るような歌声
を思い出すのではないでしょうか？
　私が初めて出会った“A Song for You”もカーペンターズの歌でした。中学校の英語の
先生が、生徒が英語のリズムや発音に親しむようにと、授業の最初にいろいろな洋楽を流
してくれました。“Top of the World” “Yesterday Once More” “We’ve Only Just 
Begun” “Sing”などカーペンターズのヒットソングは、英語の授業でほとんど歌いつくした
ような気がします。聞こえてくる演奏に合わせて大きな声で歌う楽しさは、英語と自分の距
離が縮まったように思えるうれしい時間で、きらきらした曲のひとつが“A Song for You”
で、甘く切ないラブソングとして私の心の中に残りました。
　ある時、ラジオからきれいなピアノのメロディー が流れてきました。その心地よい音色にうっ
とりとした次の瞬間、しゃがれた声で叫ぶように男の人が歌いだしたのです。最初のピアノ
の鍵盤をすべるような演奏とは全く違う歌い方に驚き、耳をそばだてると、
 　　I’ve been so many places in my life and time. 　　　
　　 I’ve sung a lot of songs.
　　 I’ve acted out my life in stages with ten thousand people watching.
　満場のステージでスポットライトを浴びていた過去の栄光に浸っている、かつてのスーパー
スターの姿が現れ、歌詞のひと言ひと言が情景として浮かび上がります。
 　　But we’ve along now and I’m singing this song for you.
　その彼が、今たった一人の大切な人のために歌を歌う・・・youは恋人かもしれないし、
かつてのファンかもしれない・・彼の創りだす世界が広がっていきます。
　さまざまなメッセージがこの歌からあふれてきて、じっと耳を澄まさざるを得ませんでした。
　歌っているのがロック・シンガーのレオン・ラッセルLeon Russell。“A Song for You”は
ラッセルの代表曲ですが、カーペンタ ズーやレイ・チャールズにカバーされていてポップソング
のように広く親しまれてきました。しかし、ラッセルが歌う“A Song for You”は単なるラブ
ソングではなく、人が何のためにどう生きていくかを語る強烈なメッセージソングです。歌う
人によって、こんなにも伝わるメッセージが異なってくることに衝撃を受け、それ以来、音楽
の根底にある、人生観や価値観などアーティストの訴えかけるメッセージに対して真摯に向き
合うようになりました。歌の持つ大きな力に改めて気が付いた瞬間でした。
　2011年、72歳のラッセルが久しぶりにこの歌を歌いましたが、人生の黄昏時を迎えた彼
の歌声はかつてのような荒々しさや叫びはありませんでしたが、You are a friend of mine.
ということばから、聴いている一人一人への温かい応援メッセージのように響きました。
us icM
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第 29 回   仏教歳時記
秋 の 空
　
秋風秋気、天高き大空にあり
――
 まさに秋の空はさわやか
に澄み渡って、まことに潔い。行く雲、来る雲、その白さも殊更に澄んで さわやかに清らかに流れ行く。　
秋あき
空ぞら
、
秋しゅうてん
天
の別称を、
秋しゅうびん
旻、
旻びんてん
天
という。旻という字は、日
の光がか細く見えにくいという原意を持つが、日光が淡 、心細く感ずるの 秋の空であるという。実は秋の空は、澄明きわまりなく凛とした大威力を持っ
ていて、奥深い天空の大きなさまを如実に示しているのである。秋
しゅうこう
高つまり秋高し、 天高し、
空高しの
謂いわ
れも、まことに頷か
れるのである。　
秋空にひとり日暮れて一周忌
（飯田龍太）
　
大俳人であった亡き父飯田
蛇笏を受け継いで、格調高い、しっかりとした俳句人生を送った飯田龍太の一句。龍太の
心には、父の大きな風格と、その凛烈なる作句 数々が、
大だいてん
天
高き秋の空 映し出されていたことであろう。　
さて、 「きなけつ」 「きなげつ」
という言葉が季語欄にあり 第一義には秋の空、第二義 は秋の朝のこ である。もともとは「きなけ」 という言葉が朝の空の意味であるとされ、気無けとか季無けという文字を当てるともいうが定かではない。古い日本語の伝承と、これから先の将来
の日本語のことをちょっとばかり考えてしまう私である。　
ところで、 「西を拝す」 「西
空を仰ぐ」 といえば、浄土教では阿弥陀如来のまします西方極楽浄土を仰ぎ拝することである。今、秋の空を、秋 西空をはるかに眺めながら、父母をはじめ、亡き人の面影 敬い慕う私である。　
秋空の西を仰いで手を合わす
（勝崎裕彦）
秋空にひとり日暮れて一周忌
　　
飯田龍太
書　赤平泰処（表現学部教授）
文　勝崎裕彦（大正大学学長）
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本学
　
伊藤淑子教授（人文学
科） の新著『ファンタジー、空想の比較文学』 （新水社） が上梓されました。本書は「ファンタジーの生成」 と題する先生の授業から生まれたも です。授業のなかで呼びかけ 解釈に対して、学生たちはさまざまな反応を示し、刺激的な議論が展開され、授業にさらに新しい題材が加わっていったと先 は言い す。　
先生は、文学部人文学科カル
チュラルスタディーズコースを中心に、新たな取り組みに果敢に挑戦されてきまし 。ところで、そもそもカルチュラル・スタディーズとはなんでしょうか。その定義にはさまざまな議論がありますが、ひとつには 「文化の複雑さを理解し、 文化が表現され、実践される社会的・政治的な文脈を分析すること」 とすることができます。ここでは、あらゆ 分野からあらゆる方法 （論） を取り入れて、目的に応じた使い方をしていきます。先生の本は、 うしたカルチュラル・スタディーズの目的や特徴を踏まえて書かれた
ものであり、 専攻の学生に限らず、現代文化へのアプローチの仕方、物事の分析の仕方を学ぶ入門書となるはずです。　
本書には、
13のエッセイが、 「現
代のファンタジー」 「児童文 のファンタジー再発見」 「バレエ・オペラのファンタジー」 「昔話の世界」 の４つ グループに分けられて収められています。 『
O
N
E 
PIECE 』 『アルプスの少女ハイジ』
『魔笛』 『鶴の恩返し』 など、どれも馴染みの深い素材ばかりです。先生の授業では、ファンタジーを空想の物語ととらえ、 ジャンル的な定義をするの なくファ タジーを成立させる空想を構造的に分析 ることを目標としています。たとえば、本書の「 〈シンデレラ〉 物語と近代パラダイムの再生産」 では、 「シンデレ 」 を「努力をもっとも重要な美徳とする近代のパラダイムと相性のよいおとぎ話」 と先生は論じています。自分で自発的に努力の大切さを認めているように感じても、実は近代システムによってそのように思い込まさ
れているという側面もあるのではないかということです。カルチュラル・スタディーズの視点は、 「努力は大切である、素晴らしいものである」 と考えること自体に近代社会の規範が きな影響を与えているということに気づかせてくれます。　
カルチュラル・スタディーズの
学びで最も大切なこと 、自分の頭で考え、分析方法を編み出していくことです。それが汎用性の高い能力であることは言うまでもないでしょう。本書を通して、知的好奇心の世界をいっそう広げ、深めてほし と思います。
「鴨台」では、みなさまからのご意見・
ご感想を募集しております。本誌に関
するご意見・ご感想・大正大学の思い
出など、いろいろとお聞かせください。
〒170-8470
東京都豊島区西巣鴨3−20−1
大正大学  法人広報室「鴨台」係
kouhou@mail.tais.ac.jp
投 稿 募 集
ファンタジー、 空想の比較文学
カルチュラル・スタディーズの魅力に迫る
ファンタジーをテーマに
展開してきた伊藤先生の授業が
本に生まれ変わりました。
馴染み深いファンタジー作品を
新しい視点で読み解く
話題の新刊です。
伊藤淑子著／新水社
232頁、2,200円
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グローバル化が加速する現代。
２０２０年には東京オリンピック・パラリンピックが開催されます。これからは、日本人が自国の文化や習慣、価値観を大切にしつつ、国際社会と共生していくこと いっそう求められます。　
豊かな国際性を有するとともに
日本文化に深い影響を与えてきた仏教を基盤に、日本人 して国際舞台で活躍するための教養や能力を体験的に修得していくのが 平成
27年春に新設される仏教学部「国
際教養コース」 です。　
新コースは多面的かつアクティブ
なカリキュラムが特色 す。少人数のプレップセミナー（１・２年次） で、学ぶ目的を明確にするとともに、教員や仲間と活動することで自分の世
界を広げ、 「つながりと関係性」 といった社会的リテラシーを体験的に養います。語学・グローバル人材育成企業のベルリッツとの連携による徹底した英語教育も実施。さらに、アクティブラーニングを通して華道・茶道などの日本伝統文化も学び、基礎的な教養や資質を高め、３・４年次の 「プロジェクト実習」 「国際教養フリー研究」 へと展開して きます。観光、カルチャー、メディアなどさまざまなテーマに自由に取り組みながら、修得した知識や能力を社会で実践 る学びの集大成です。　
社会の期待に応え、新しいサー
ビスを創造し日本を魅力的に紹介できる人材を育成していき す。
日本語・日本文学の専門領域を学ぶ
「日本文学科」を新設
　人文学科の日本語日本文学コースが、平成27年春から日本
文学科として独立します。新設される日本文学科では、社会が
要請する人材像を視野に入れ、複雑化・多様化する現代社会で
幅広く活躍できるジェネラリストを育成します。
　日本文学科のカリキュラムは、日本語・日本文学の専門領域
を「基礎科目」「専門基礎科目」「専門展開科目」に分け、学年
進行にしたがって段階的・系統的に修得できる点が特色です。
また、教員も古典文学から近代文学までバランスのとれた人材
をそろえ、学生の学習意欲に応えられる体制となっています。
